
中

世

的

郡

郷

制

の

成

立

と

展

開

-
阿
波
国
吉
野
川
下
流
域
の
場
合
1

丸

山

幸

彦

は
じ
め
に
1
以
西
郡
の
研
究
史
を
め
ぐ

っ
て
ー

古
代

の
郡
編
成
の
あ
り
方
が
中
世
に
か
け
て
ど
の
よ
う
な
変
化
を

た
ど
り
な
が
ら
中
世
的
な
郡
郷
制
と
し
て
展
開
し
て
い
く
の
か
を
正

確
に
把
握
し
て
お
く
こ
と
は
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
中
世
の
歴
史

の

展
開
を
た
ど
る
上
で
、
必
要
な
事
項
の

一
つ
で
あ
る
。
と
く
に
、
阿

波

の
場
合
、
九
世
紀
後
半
に
美
馬
郡
が
美
馬

∴
二
好
両
郡
に
、
名
方

郡
が
名
西

・
名
東
両
郡
に
分
割
さ
れ
、
中
世
に
な

っ
て
名
西

・
名
東

両
郡
の
中
間
に
以
西
郡
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
那
賀
郡
が
那
賀

・
海
部

両
郡
に
分
割
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
の
那
賀
郡
が
さ
ら
に
那
西

・
那

東
両
郡
に
、
ま
た
板
野
郡
が
板
西

・
板
東
両
郡
に
分
割
さ
れ
る
な
ど
、

古
代
末
か
ら
中
世
に
か
け
て
、
郡
分
割
が
く
り
返
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
、
こ

の
よ
う
な
郡

・
郷
の
激
し
い
変
動
、
と
く
に
中
世
に
お
け
る

郡
の
分
割
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
な
さ
れ
た
年
代
お
よ
び
分
割
の
要
因

に
つ
い
て
は
、
文
献
史
料
が
ま

っ
た
く
と

い
っ
て
よ
い
ほ
ど
残
さ
れ

て
い
な

い
こ
と
も
あ

っ
て
、
十
分
な
掘
り
下
げ
た
分
析
は
な
さ
れ
て

お
ら
ず
、
阿
波
の
中
世
を
み
て
い
く
上
で
の
問
題
点
の

一
つ
に
な

っ

て
い
る
。

本
稿
は
こ
の
よ
う
な
中
世
的
な
郡
の

一
つ
で
あ
る
以
西
郡
に
つ
い

て
、
明
治
維
新
期
の
在
村
研
究
者
で
あ
る
上

田
寧
恵
の
論
を
た
ど
る

こ
と
で
、
そ
の
成
立
と
変
遷
の
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
。
こ
の
郡
は
寛
平
八
年

(八
九
六
)
に
成
立
し
た
名
西

・
名
東
両

郡
の
中
間

に
中
世
に
な

っ
て
設
定
さ
れ
、
江
戸
初
期

の
寛
文
四
年

(
一
六
六
四
)
に
名
東
郡
に
吸
収
さ
れ
て
姿

を
消
す
。
こ
の
郡
の
基

　
　

　

礎
史
料
は
寛
文
四
年

「阿
波
国
十
三
郡
郷
村

田
畑
高
辻
帳
」
で
あ
り
、

そ
こ
に
吸
収
直
前
の
以
西
郡
を
構
成
す
る
村

々
が

つ
ぎ
の
よ
う
に
書
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き

上

げ

ら

れ

て

い
る
。

史
料

一

以
西
郡

芝
原
村

川
原
田
村

高
輪
村

桜
間
村

日
開
村

池
尻
村

敷
地
村

観
音
寺
村

府
中
村

中
村

矢
野
村

延
命
村

一
宮

村

下
町
村

上
八
万
村

佐
那
川
内
村

中
辺
村

佐
我
村

祖

母
嶋
村

佐
野
須
賀
村

西
黒
田
村

こ
の
郡
に
つ
い
て
も
、
中
世
の
ど
の
段
階
で
名
西

・
名
東
両
郡
を

ど
の
よ
う

に
再
編
し
て
成
立
し
て
く
る
の
か
、
成
立
し
た
こ
の
郡
が

ど
の
よ
う

な
変
遷
を
た
ど

っ
て
上
記
史
料

一
に
し
め
さ
れ
る
状
況
に

な

っ
た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
不
明
な
点
が
多

い
。
以
下
、
江
戸
時
代

に
さ
か
の
ぼ

っ
て
の
研
究
史
整
理
を
お
こ
な
い
、
こ
の
郡
に
つ
い
て

ど
こ
ま
で
が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
、
何
が
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る

の
か
を
明
確
に
し
て
み
た
い
。

第
二
次
世
界
大
戦
後
に
だ
さ
れ
た

『徳
島
県
史
』
は

「名
東
郡
の

へ
　
こ

西
部
を
特
別
に
以
西
郡
と
呼
ん
だ
こ
と
が
あ

っ
た
」
と
す
る
。
こ
こ

に
し
め
さ
れ
て
い
る
寛
平
八
年
成
立
の
名
東
郡
西
部
を
割
き
取
る
こ

と
で
以
西
郡
は
成
立
し
た
と
す
る
説
は
江
戸
時
代
す
で
に
存
在
し
て

　
ヨ

　

い
た
。
こ
の
説
と
や
や
異
な
る
立
場
に
立
つ
の
は
、
江
戸
時
代
阿
波
の
代

　
る

ノ

　
ら

　

表
的
地
誌

『阿
波
志
』
お
よ
び

『阿
府
志
』

で
あ
る
。
ま
ず

『阿
波

志
』
は
以
西
郡
は
元
亀
年
間

(
一
五
七
〇
～
七
三
)
と
い
う
中
世
末

に
名
西

・
名
東
両
郡
か
ら
村
々
を
分
出
し
て
成
立
し
て
い
る
郡
と
み

な
し
、
名
東
郡
か
ら
は
祖
母
嶋
な
ど

一
九

個
村

(史
料

一
と
同
じ

村
々
)
、
名
西
郡
か
ら
内
谷

・
尼
寺
二
個
村
が
分
出
さ
れ
た
と
す
る
。

一
方

『阿
府
志
』
は
和
名
抄
の
郷
名
比
定

の
項
で
、
名
東
郡
殖
栗
郷

に
つ
い
て

「殖
栗
郷

此
地

ハ
尼
寺

・
内
谷

・
矢
野

・
延
命

・
一

宮

・
佐
那
川
内
迄
ナ
リ
、
後
二
以
西
郡
ト
名
付
ケ
テ
、

一
郡
ト
ナ
ル

ヲ
、
又
御
当
世
二
成
、
ヤ
メ
ラ
ル
」
と
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
名

西
郡
か
ら
尼
寺

・
内
谷
の
二
村
を
、
名
東
郡
か
ら
矢
野

・
延
命

・
一

宮

・
佐
那
川
内
の
諸
村
を
分
出
す
る
こ
と
で
以
西
郡
は
成
立
し
て
い

る
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
『阿
波
志
』
と

『阿
府
志
』
は
、
以
西

郡
の
範
囲
を
ど
こ
ま
で
と
把
握
す
る
か
に

つ
い
て
は
相
違
は
あ
る

が
、
以
西
郡
を
構
成
す
る
村
々
は
そ
れ
ま
で
の
名
西
郡
と
名
東
郡
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
分
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
寛
文

四
年
の
以
西
郡
の
名
東

郡

へ
の
吸
収
で
以
西
郡
所
属
の
村
々
は
そ
れ
ぞ
れ
も
と
の
名
西

・
名

東
両
郡
に
戻

っ
た
と
み
な
し
て
い
る
こ
と
で
は
共
通
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

一7一



以
上
の
よ
う
に
、
県
史
説
お
よ
び
江
戸
時
代
の
二
つ
の
地
誌
説
は
、

ど
の
よ
う
な
村

々
が
以
西
郡
を
構
成
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
論
を
異
に
す
る
が
、
以
西
郡
を
は
さ
ん
だ
前
後
の
寛
平
八

年

・
寛
文

四
年

の
両
段
階

で
名
西

・
名
東
郡
界
は
同
じ
位
置

に
あ

る
、
い
い
か
え
れ
ば
、
江
戸
初
期
以
降
近
代
に
至
る
ま
で
の
名
西

・

名
東
郡
界
は
古
代
末
の
寛
平
八
年
に
設
置
さ
れ
て
以
来
の
も
の
で
あ

る
と
す
る
こ
と
で
は
共
通
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
現
在
で
は
埋
も
れ
て
い
る
が
、
幕
末

・
明
治
維
新
期
に

こ
の
考
え
方
に
対
す
る
批
判
が
多
様
な
形
で
提
出
さ
れ
て
い
た
。
[

火
を
切

っ
た
の
は
幕
末
の
研
究
者
で
あ
る
野
口
年
長
で
あ
り
、
そ
の

著

『粟

の
落
穂
』

一
の
巻
所
収

「
以
西
郡
」

の
項
に
お

い
て
、
名

西

・
名
東
郡
界
が
寛
平
八
年
と
寛
文
四
年
と
で
は
異
な

っ
た
位
置
に

あ

っ
た
と

み
る
べ
き
こ
と
を
、
寛
平
八
年
の
名
西

・
名
東
両
郡
分
割

バリ

　

の
あ
り
方
か
ら
論
ず
る
。
す
な
わ
ち
、

1

昌
泰
元
年

(八
九
八
)
七
月

一
七
日
太
政
官
符

「応
省
名
東
郡

　
　

　

主
帳

一
員
置
名
西
郡
事
」
に
、
寛
平
八
年
に
名
方
郡
が
分
割
さ
れ

名
東
郡

に
七
郷
名
西
郡
に
四
郷
が
置
か
れ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
み

て
、
郷
を
単
位
と
し
た
名
方
郡
の
分
割
が
な
さ
れ
た
と
み
る
べ
き

で
あ
る
。

2

郷
を

単
位
と
し
た
分
割
が
な
さ
れ
た
と
み
る
立
場
か
ら

い
う

と
、
分
割
時
点
で
は
桜
間
郷
は
全
体
と
し

て
名
西
郡
に
所
属
し
た

こ
と
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
寛
文
四
年
以
降
の
名
西
郡
桜
間
村

と
名
東
郡
桜
間
村
と
を
分
け
て
い
る

(和
名
抄
桜
間
郷
を
分
断
し

て
い
る
)
両
郡
郡
界
は
そ
の
ま
ま
寛
平
八
年
の
両
郡
成
立
時
点
の

郡
界
で
は
あ
り
え
な
い
。

3

名
方
郡
分
割
時
点
の
名
西

・
名
東
郡
界

が
ど
こ
を
走

っ
て
い
た

の
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
桜
間
郷

の
分
断
は
後
に
以
西
郡

が
名
西

・
名
東
両
郡
の
中
間
に
成
立
し
た
時
点
で
、
新
た
に
設
置

さ
れ
た
以
西

・
名
西
郡
界
に
よ
り
起
こ

っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ

る
。
以
上
の
名
西

・
名
東
郡
界
論
を
め
ぐ

っ
て
県
史

・
江
戸
時
代
の
地

誌

・
野
口
ら
諸
論
の
出
発
点
に
な

っ
て
い
る
の
は
、
寛
文
四
年
以
降

の
名
西

・
名
東
郡
界
を
は
さ
ん
で
二
つ
の
桜
間
村
と
二
つ
の
矢
野
村

が
併
存
す
る
と

い
う
事
実
で
あ

っ
た
。
と
く

に
桜
間
に
つ
い
て
は
、

　
　

　

和
名
抄
郷
と
し
て
桜
間
郷
が
存
在
し
、
そ
の
郷
の
広
が
り
は
両
桜
間

村
を
ふ
く
む
も
の
で
あ

っ
た
の
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
和

名
抄
桜
間
郷
は
何
ら
か
の
形
で
の
郡
界
の
設
定
に
よ
り
、

い
ず
れ
か

の
時
点
で
分
断
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
共
通
し
た
認
識
に
な

っ
て
い

た
。
そ
し
て
、
江
戸
時
代
末
ま
で
は
二
つ
の
地
誌
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
名
西

・
名
東
郡
界
は
、
寛
平
八
年
段
階
と
寛
文
四
年
段
階
で

8



は
同

一
で
あ

っ
た
と
す
る
説
、
す
な
わ
ち
桜
間
郷
は
寛
平
八
年
段
階

で
分
断
さ
れ
た
と
み
な
す
の
が

一
般
的
で
あ
り
、
野
[
の
論
は
そ
れ

へ
の
反
論
と
し
て
提
出
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
明
治
維
新
期
に
至
り
、
野
口
の
論
を
引
き
継
ぎ
発
展
さ
せ

る
形
で
多

田
直
清

・
後
藤
尚
曲豆
お
よ
び
上
田
ら
在
村
研
究
者
が
次
々

へ
　

　

と
個
性
的
な
郡
界
論
を
提
出
す
る
。
そ
れ
ら
の
説
は
二
つ
に
整
理
さ

れ
る
。

一
つ
は
古
代
名
方
郡
域
に
お
け
る
正
方
位
地
割
と
N
ー

一
〇

W
の
方
位
を
も

つ
地
割

(統

一
条
里
の
地
割
)
の
併
存
と
い
う
こ
と

に
着
目
し
た
上
で
、
寛
文
四
年
以
降
の
両
郡
郡
界
上
に
古
代
に
お
け

る
直
線
古
官
道
を

「
発
見
」
し
、
そ
れ
が
寛
平
八
年
の
郡
界
と
し
て

採
用
さ
れ
た
と
み
な
す
、
寛
平
八
年

・
寛
文
四
年
両
段
階
の
郡
界
は

同

一
で
あ

る
と
す
る
多
田
説
で
あ
る
。
他
の

一
つ
は
寛
平
八
年

の
名

方
郡
分
割

は
和
名
抄
郷
を
単
位
に
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
新
郡
界
設

定
に
よ
る
桜
間
郷
な
ど
個
々
の
郷
の
分
断
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
立

場
か
ら
、
両
桜
間
村
を
分
断
し
て
走
る
寛
文
四
年
以
降

の
両
郡
郡
界

は
寛
平
八
年
段
階
の
郡
界
で
は
な
い
と
す
る
後
藤
尚
曲豆
・
上
田
寧
恵

の
説
で
あ

る
。

こ
の
明
治
維
新
期

の
諸
論
は
統

一
条
里
や
古
道
の
存
在
を
前
提
に

し
た
、
現
代
の
歴
史
学
の
検
証
に
も
十
分
に
耐
え
う
る
高
度
な
レ
ベ

ル
で
の
論
を
展
開
さ
せ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
代
以
降
受
け

継
が
れ
る
こ
と
な
く
埋
没
し
て
し
ま
い
、
結
局
江
戸
時
代
以
来

の
名

　
　

り

東
郡

一
部
分
割
説
が
吉
田
東
吾
の

『大
日
本
地
名
辞
書
』
に
引
き
継

が
れ
、
県
史
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
定
説
化
し
て
い
く
。
そ
し
て
こ

○
世
紀
後
半
に
至
り
、
服
部

・
木
原
ら
地
理
研
究
者
は
、
寛
文
四
年

以
降
の
名
西

・
名
東
郡
界

(現
在
の
名
西
郡
と
徳
島
市
の
市
郡
界
)

が
統

一
条
里
界
線
上
を
走
る
南
北
直
線
古
道

(余
剰
帯
)
に

一
致
す

る
と
み
な
し
、
寛
平
八
年
の
名
西

・
名
東
両
郡
成
立
に
際
し
て
も
こ

　
け

ぜ

の
古
道
が
郡
界
と
し
て
採
用
さ
れ
た
と
す
る
説
を
提
出
す
る
。
こ
の

説
は

一
面
で
明
治
維
新
期
に
多
田
が
す
で
に
提
出
し
て
い
た
説
を
近

代
歴
史
地
理
学
の
立
場
か
ら
再
確
認
す
る

(服
部
ら
は
多
田
説
の
存

在
に
気
づ
い
て
い
な
い
)
と

い
う
役
割
を
果
す
と
と
も
に
、
他
面
で

定
説
を
歴
史
地
理
学
の
立
場
か
ら
補
強
す
る
と
い
う
役
割
を
果
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
明
治
維
新
期
の
郡
界
に
か
か
わ
る
諸
論
の
分
析
に
つ
い
て

は
別
稿
に
ゆ
ず
る
が
、
後
論
と
の
か
か
わ
り

で
、
上
田
説
に
つ
い
て

の
み
ふ
れ
て
お
く
。
上
田
は
古
代
桜
間
郷
の
分
断
は
寛
平
八
年
の
名

西

・
名
東
両
郡
の
設
置
に
よ

っ
て
起
こ
っ
た

の
で
は
な
く
、
以
西
郡

の
設
置
の
段
階
で
の
以
西

・
名
西
郡
界
の
設
定
に
よ
り
起
こ
っ
た
も

の
と
す
る
。
具
体
的
に
寛
平
八
年
の
両
郡
郡
界
に
つ
い
て
は

つ
ぎ
の

　
ね

へ

よ
う

に

述

べ
て

い
る

。
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史
料
二
南

ハ
埴
土
郷
下
町
村

・
八
幡
郷
上
八
万
村
ヲ
境
ト
シ
、
府
中
村
を

名
東
郡
ト
シ
、
観
音
寺
村
ヲ
名
西
郡
ト
シ
弊

旛

噂

駕

糖

諏

け
、

夫

ヨ

リ

此

境

二
傲

ヒ

テ
芝

原

・
川

原

田

ノ
村

堺

飯

尾

川

ヲ

見

通

シ
、

西

黒

田

・
東

黒

田

ノ
村

堺

ヲ
北

ノ
境

ト

シ
、

是

ヲ
上

古

ノ
名

方

西

郡

・
名

方

東

郡

の
境

ト

定

メ

タ

ル

ナ

リ
。

こ
こ
で
は
、
郡
界
は
藩
政
村

の
村
界
レ
ベ
ル
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
府
中
村
を
名
東
郡
、
観
音
寺
村
を
名
西
郡
に
そ
れ
ぞ
れ

所
属
す
る
と
し
、
こ
の
二
つ
の
村
の
境
か
ら
、
北
に
向
け
て
芝
原

・

川
原
田
両
村
の
境
に
な

っ
て
い
る
飯
尾
川
を
見
通
し
、
こ
の
見
通
し

の
線
を
北

の
西
黒
田

・
東
黒
田
両
村
の
境
に
ま
で
延
長
す
る
、
そ
の

線
が
寛
平
時
点
の
本
来
の
名
西

・
名
東
両
郡
郡
境
で
あ
ワ49
と
し
て
い

る
。
「見
通

し
」
と

い
う
言
葉
を
使

っ
て
い
る
こ
と
に
し
め
さ
れ
る

　
ロ

よ
う
に
、
上
田
も
同
時
代

の
直
線
古
官
道
郡
界
説
を
提
出
し
て
い
る

多
田
と
同
じ
く
名
西

・
名
東
郡
界
を
直
線
郡
界
で
あ
る
と
み
な
し
て

い
る
。
そ
し
て
上
田
が
こ
こ
で
名
西

・
名
東
郡
界
と
み
な
し
て
い
る

観
音
寺
村
と
府
中
村
と
の
村
界
は
現
在

で
も
直
線
的
な
道
に
な
っ
て

お
り
、
こ
の
道
は
多
田
や
地
理
研
究
者
ら
が
名
西

・
名
東
郡
界
と
み

な
し
た
直
線
古
道
よ
り
ち
ょ
う
ど
条
里
で

一
条
分
東
に
ず
れ
た
と
こ

西黒田

高輪

川原田

日開

府中

「名東郡」

中村

B

姥 ケ嶋

佐野須賀

芝原

「以西郡」

 

問

地

桜

敷

観音寺

矢野

延命
…宮

佐那河内

桜間

「名西郡」

寺

谷

野

尼

内

矢

A

第 … 図 以 西 郡 の 広 が り(14)
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ろ
を
走

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
上
田
は
条
里
と
い
う
用
語
は
用
い

て
い
な

い
が
、
多
田

・
地
埋
研
究
者
ら
と
同
様
に
寛
平
八
年
の
名

西

・
名
東
郡
界
に
は
統

一
条
里
の
界
線
が
採
用
さ
れ
て
い
た
み
な
す

と
と
も
に
、
そ
の
位
置
と
し
て
は
多
田
ら
よ
り
東
に

一
条
ず
ら
し
た



ラ
イ
ン
に
求
め
た
。
そ
れ
を
第

一
図
に
も
と
つ

い
て
い
え
ば
、
上
田

は
多
田
ら
が
名
東
郡
を
分
割
し
て
以
西
郡
を
設
定
し
た
時

の
以
西

・

名
東
郡
界

(線
B
)
に
寛
平
八
年
時
点
の
名
西

・
名
東
郡
界
を
求
め

た

こ
と

に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
、
寛
平
八
年
段
階
の
名

西

.
名

東
郡
界
を
東
に
ず
ら
す
こ
と
で
、
二
つ
の
桜
間
村
は
両
者
と

も
名
西
郡
に
ふ
く
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
、
桜
間
郷
は
こ
の
段
階
で
は

分
断
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
上
田
の
論
は
古
代
末
の
名
西

・
名
東
郡
界
設
定
の
あ
り
方
と

中
世
に
お
け
る
以
西
郡
設
置
の
あ
り
方
と

い
う

一
見
無
縁
な
二
つ
の

問
題
を
密
接
に
関
連
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
質
が
あ
り
、
そ
れ
が

以
西
郡

の
変
遷
を
み
て
い
く
上
で
、
重
要
な
鍵
を
に
ぎ
る
。
以
下
そ

れ
に
つ
い
て
み
て
い
く
。

上
田
説
か
ら
み
た
以
西
郡

上
田
は
寛
平
八
年

の
名
西

・
名
東
両
郡
成
立
以
後
、
寛
文
四
年
の

以
西
郡
廃
止
に
至
る
歴
史
過
程
を
追
求
す
る
な
か
で
、
以
西
郡
は
細

川
家
支
配

(中
世
後
期
)
下
の
暦
応
年
間

(
一
三
三
八
～
四
三
)
か

ら
天
文

年
間

(
一
五
三
二
～
五
五
)
に
成
立
し
た
も
の
と
し
て
、
そ

　
お

　

の
成

立

時

期

を

明

示

し

た

上

で
、

つ
ぎ

の
よ
う

に

記

し

て

い
る

。

史
料
三以
西
郡

一
ノ
宮

下
町

延
命

矢
野

伴

観
音
寺

敷
地

池
尻

ヰ

桜
間

伴

芝
原

西
黒
田

佐
野
塚

姥

ヶ
島

合
十
二
ヶ
村

朴

元
名
西
郡

矢
野

桜
間
二
村
消
テ
、
十

ヶ
村
定

上
佐
那
川
内

佐
我

醐
破
舘
㍍

珊

下
佐
那
川
内

早
淵

中
村

府
中

日
開

川
原
田

高
輪

伴

合
九
ヶ
村
元
名
東
郡

ト

議
編

禰

惣
計
廿
]ケ
村
護
禦
蘇
響
鯵
糊
加

附

今
以
西
十
六
村
ト
云
、
是
ハ
井
水
掛
組
合
村
ノ
事
ナ
リ
。
元
ノ

以
西
郡

ハ
廿

一
ケ
村
ナ
リ
、
ヨ
ク
辮
*
ス

ヘ
シ

上
田
が
こ
こ
で
以
西
郡
を
構
成
し
て
い
る
と
す
る
村
々
と
史
料

一

の

「阿
波
国
十
三
郡
郷
村
田
畠
高
辻
帳
」
と
対
比
さ
せ
る
と
、
史
料

三
で
上
田
が
以
西
郡
に
ふ
く
ま
せ
て
い
る
早
淵
村
は
以
西
郡
で
は
な

く
名
東
郡
に
属
し
て
い
る
。
逆
に
高
辻
帳

に
以
西
郡
と
し
て
記
載
さ

れ
て
い
る
上
八
万
村
が
こ
こ
で
は
落
ち
て

い
る
。
そ
し
て
史
料
三
の

「上
佐
那
川
内

・
佐
我

・
下
佐
那
川
内
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
三
村

に
つ
い
て
は
、
史
料

一
の

「佐
那
川
内
村

・
中
辺
村

・
佐
我
村
」
と

表
現
さ
れ
て
い
る
三
村
と
対
応
す
る
。

つ
ま
り
、
史
料
三
に
つ
い
て

は
、
早
淵
村
を
除
外
し
上
八
万
村
を
入
れ
れ
ば
、
確
実
な
史
料
に
よ
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る

以

西

郡

の
構

成

と

]
致

す

る

。

そ

れ

を

ふ
ま

え

て
整

理

し

な

お

す

と

、

つ
ぎ

の
よ

う

に
な

る
。

史
料
四

元
名
西
郡

一
ノ
宮

下
町

延
命

観
音
寺

敷
地

池
尻

原

佐
野
塚

姥
ヶ
島

西
黒
田

矢
野

r

桜
間

r

ト

ト

元
名
東
郡

上
佐
那
川
内

佐
我

ド
佐
那
川
内

(上
八
万
)

中
村

府
中

日
開

川
原
田

高
輪

伴ト

芝

上
田
は

こ
こ
で
以
西
郡
は
そ
れ
ま
で
の
名
西
郡
か
ら
分
出
し
た

村
々

(「
元
名
西
郡
」
)
と
そ
れ
ま
で
の
名
東
郡
か
ら
分
出
し
た
村
々

(「元
名
東

郡
」
)
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
そ
し
て

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
村
々
を
、
。平
野
部
に
限
定
し
て
隣
接
す
る
名

西

・
名
東
両
郡
の
村

々
と
合
わ
せ
て
図
化
し
た
の
が
第
、
一図
で
あ

る
。
上
田
が
寛
平
八
年
時
点
の
名
西

・
名
東
郡
界
と
み
な
す
郡
界
線

A
を
中
軸

に
し
て
、
そ
れ
よ
り
西
、
新
設
さ
れ
た
以
西

・
名
西
郡
界

線
B
に
至
る
間
に
所
在
す
る
村
々
が

「元
名
西
郡
」
に
属
す
る
村
々

で
あ
り
、
郡
界
線
A
か
ら
東
、
新
設
さ
れ
た
以
西

・
名
東
郡
界
線
C

に
至
る
間

に
所
在
す
る
村
々
が

「元
名
東
郡
」
に
属
す
る
村
々
で
あ

る
。

東黒田

高輪
井戸

和田

早渕

「名東郡」

高輪

i原田

日開

府中

中村

C

姥 ケ嶋

西黒田

佐野須賀

芝原

池尻

 

問

地

桜

敷

観音寺

東矢野

倒君

A

延命

「以 西

加茂野

問

楽

寺

谷

桜

市

尼

内

白鳥

西矢野

「名西郡」

B

第二図.ヒ 田想定 郡境 図脚
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郡
界
線
に
つ
い
て
み
る
と
、
ま
ず
以
西

・
名
西
郡
界
線
B
は
多
旧

ら
の
い
う
寛
平
八
年
の
名
西

・
名
東
郡
界
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
は
統

一
条
里
に
乗

っ
て
い
る
直
線
郡
界

で
あ
る
。
ま
た
以
西

・

名
東
郡
界
線
C
も
飯
尾
川
よ
り
南
の
部
分
で
は
基
本
的
に
直
線
に
な



っ
て
お
り
、
以
西
郡
高
輪
村
と
名
東
郡
高
輪
村
と
の
村
界
、
お
よ
び

こ
の
両
村

に
南
接
す
る
以
西
郡
日
開
村
と
名
東
郡
井
戸
村
と
の
村
界

は
、
現
在

で
も
直
線
的
な
道
に
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
道
を
郡

界
線
A
か
ら
計
測
す
る
と

一
条
と
二
坪
分
東
に
ず
れ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。

つ
ま
り
、
郡
界
線
C
も
飯
尾
川
よ
り
南
部
に
限
定
し
て
い
え

ば
、
統

一
条
里
に
乗

っ
て
い
る
直
線
郡
界
と
み
な
し
う
る
。

た
だ

し
、
郡
界
線
C
は
飯
尾
川
を
北
に
越
え
た
と
こ
ろ
で
西
に
曲
が
り
、

旧
名
西

・
名
東
郡
界

(郡
界
線
A
)
の
上
、
東
西
里
…田
の
村
界
上
を

走
る
こ
と

に
な
る
こ
と
も
み
て
お
き
た

い
。
正
保
国
絵
図
に
お

い
て

蘇
ザ
以
西

・
名
東
の
郡
界
は
飯
尾
川
を
越
え
た
と
こ
ろ
で
西
に
曲
が

っ
て
お
り

、
以
西

・
名
東
郡
界
は
す
べ
て
が
直
線
で
は
な
い
こ
と
は

明
確
で
あ

る
。

あ
ら
た

め
て
注
意
し
た
い
の
は
、
上
田
が

「半
村
」
と
い
う
注
記

を
矢
野

・
桜
問

・
高
輪
三
村
に
つ
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
う

ち

「元
名
西
郡
」

の
項
で
は
矢
野

・
桜
間
の
二
村
に

「半
村
」
と
注

記
さ
れ
て

い
る
が
、
上
記
寛
文
四
年
高
辻
帳
に
よ
る
と
、
以
西
郡
の

項
に

「矢

野
村
」

・

「桜
間
村
」
が
記
さ
れ
て
い
る
が

(上
記
史
料

]
)
、
名

西
郡
の
項
に
も
同
じ
く

「矢
野
村
」

・
「
桜
間
村
」
が
記

載
さ
れ
て

い
る
。
上
田
の
記
す

「半
村
」
は
文
章
に
よ
り
説
明
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
が
、
矢
野

・
桜
間
と

い
う
そ
れ
ま

で
の

一
つ
の

村
が
以
西

・
名
西
郡
界
新
設
に
よ
る
分
断
を
指
し
て
い
る
用
語
と
し

て
使
用
し
て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な

い
。

つ
ま
り
、
上
田
は
矢

野

・
桜
間
の
分
断
は
寛
平
八
年
の
名
西

・
名
東
両
郡
成
立
の
時
点
で

は
な
く
、
以
西
郡
成
立
の
時
点
で
新
た
に
設
定
さ
れ
た
以
西

・
名
西

郡
界
に
よ
り
な
さ
れ
た
こ
と
を
主
張
し
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
「元

名
東
郡
」

の
項
で
も
高
輪
に

「半
村
」
の
注
記
が
あ
る
。
こ
れ
も
高

辻
帳
に
よ
る
と
以
西
郡
と
名
東
郡
に
そ
れ
ぞ
れ
高
輪
村
が
記
載
さ
れ

て
お
り
、
矢
野

・
桜
間
と
同
じ
く
高
輪
も

新
た
に
設
定
さ
れ
た
以

西

・
名
東
郡
界
に
よ
る
分
断
が
な
さ
れ
た
と
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
な
る
。

吉
野
川
下
流
域
の
旧
名
方
郡
域
内
平
野
部

に
お
い
て
近
世
藩
政
村

と
し
て
郡
界
を
は
さ
ん
で
同

一
名
称
の
村
や
同

]
郡
内
で
郡
内
で
東

西
を
付
し
た
同

一
名
称
の
村
が
存
在
す
る
例
と
し
て
は
、
矢
野

・
桜

間

⊥
口同輪

・
黒
田

・
覚
円
の
五
例
が
み
ら
れ

る
。
こ
の
う
ち
東

・
西

覚
円
村

の
ケ
ー
ス
は
近
世
に
お
け
る
吉
野
川

の
流
れ
の
変
化
の
な
か

で
起
き
た
例
と
考
え
ら
れ
の
で
、
こ
れ
は
別
と
し
て
、
残
り
の
四
例

は
名
西

・
名
東
両
郡
の
成
立
あ
る
い
は
以
西
郡
成
立
の
い
ず
れ
か
に

と
も
な
う
新
郡
界
の
成
立
に
よ
り
分
断
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
う
ち
桜
間

・
矢
野
は
多
く
の
論
者
に
よ
り
、

寛
平
の
時
点
で
の
分
断
か
、
な

い
し
は
そ
れ
以
後
の
分
断
か
と
い
う
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こ
と
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
論
ぜ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
高
輪

・
黒

田
を
ふ
く

め
四
例
全
体
に
ま
で
視
野
を
広
げ
、
そ
れ
ら
を
統

一
し
て

把
握
し
よ
う
と
し
た
論
者
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ
の
な
か
で
、
ヒ

田
は

「半
村
」
と
い
う
概
念
を
用

い
て
、
矢
野

・
桜
間

・
高
輪
の
三

つ
の
村

が
、
中
世
に
お
け
る
以
西
郡
成
立

の
段
階
で
新
た
に
成
立
し

た
二
本

の
郡
界
に
よ
り

一
斉
に
分
断
さ
れ
た
と
い
う
論
を
提
出
し
て

い
る
こ
と
は
注
目
に
あ
た
い
す
る
。

さ
ら

に
h
田
は
郡
界
を
境
に
隣
り
あ

っ
て
い
る
麻
植
郡
h
浦
村
と

名
西
郡
上
浦
村
に
つ
い
て
、
寛
平
八
年
の
名
西

・
名
東
両
郡
成
立
の

時
点
で
は
、
麻
植
郡
と
名
西
郡
の
郡
界
は
今
よ
り
東
に
ず
れ
て
位
置

し
て
お
り

、
し
た
が

っ
て
こ
の
時
点
で
は
上
浦
は
全
体
が
麻
植
郡
に

属
し
て

い
た
、
そ
れ
が
延
喜
年
間
以
降
に
麻
植
郡

・
名
西
郡
の
郡
界

の
西

へ
の
移
動
が
起
こ
り
、
そ
の
結
果
上
浦

の
分
断
が
起
こ
っ
た
と

し
て
い
る
。
上
田
は
L
浦
の
分
断
は
寛
平
八
年

の
名
西

・
名
東
両
郡

成
立
後

の
中
世
に
起
こ
っ
た
と
す
る
の
み
で
、
い
つ
の
時
点
で
起
こ

っ
た
か

に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な

い
し
、
そ
れ
と
以
西
郡
の
分
断
の

関
連
に

つ
い
て
も
述
べ
て
い
な
い
。
し
か
し
郡
界
移
動
を
と
も
な
う

上
浦

の
分
断
が
単
独
で
起

こ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
の
で
あ
り
、

名
西

・
名
東
両
郡
の
中
間
に
以
西
郡
が
成
立
し
た
こ
と
に
と
も
な
い

連
鎖
的

に
麻
植

・
名
西
郡
界
に
つ
い
て
も
変
動
が
起
こ
っ
た
と
み
る

ヘ
ロ

　

の
が
妥
当
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
以
西
郡
の
成
立
は
寛
平
八
年

の
時
点
で
確
立
し
た
吉

野
川
下
流
域
南
岸
が
麻
植

・
名
西

・
名
東
三
郡
に
よ

っ
て
構
成
さ
れ

て
い
る
と

い
う
体
制
が
大
き
く
変
わ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
郡
内
部
の
村

の
大
規
模
な
再
編
を
ふ
く
ん
だ
麻
植

・
名
西

・
以
西

・
名
東
四
郡
体

制
に
編
成
し
な
お
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
矢
野

・
桜
間

∴
局

輪

・
上
浦
の
分
断
は
そ
の

一
環
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
分
断
さ
れ
た
こ

れ
ら
村
々
が
そ
の
ま
ま
近
世
藩
政
村
に
な

っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し

た
い
。

藩
政
村
の
景
観
を
そ
の
ま
ま
古
代
に
ま

で
ひ
き
あ
げ
る
こ
と
は
で

き
な

い
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
奈
良
盆
地
の
場
合
、

奈
良

・
平
安
時
代
ま
で
の
盆
地
内
の
村
落
は
宅
地
が
ま
ば
ら
に
散
在

す
る
疎
塊
村
で
あ
り
、
集
村
化
が
始
ま
る

の
は

.
四

-
五
世
紀
の
段

　

階
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
阿
波
に
つ
い
て
み
て
お
く
と
、
石
尾
和

仁
は
板
野
町
犬
伏
の
黒
谷
川
宮
の
前
遺
跡
と

い
う
吉
野
川
下
流
域
の

低
地
遺
跡
に
お
い
て
、
鎌
倉
後
期
か
ら
室
町
前
期
に
か
け
て
の
周
溝

を
と
も
な
う
連
続
し
た
屋
敷
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
周
溝

を
と
も
な
う
連
続
し
た
屋
敷
地
は
散
村
か
ら
集
村
へ
移
行
し
た
段
階

(鎌
倉
後
期
か
ら
南
北
朝
期
)
の
沖
積
、低
地

に
お
け
る

一
般
的
な
村

落
景
観
で
あ
り
、
吉
野
川
下
流
域
北
岸
で
も
屋
敷
地
と
田
畠
の
二
分
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化
が
生
じ

て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
遺
跡
の
屋

敷
地
は
鎌
倉
後
期
以
降
の
再
開
発
に
始
期
が
あ
る
と
す
る
。
さ
ら
に

吉
野
川
北
岸
に
と
ど
ま
ら
ず
、
吉
野
川
南
岸
に
位
置
す
る
矢
野

・
敷

地
な
ど
の
遺
跡
で
も
黒
谷
川
宮
ノ
前
遺
跡
と
同
様
な
遺
跡
が
存
在
し

　
り

　

て
い
る
と
す
る
。

石
尾
の
こ
の
指
摘
を
ふ
ま
え
る
と
、
北
岸

・
南
岸
を
ふ
く
め
て
吉

野
川
下
流
域
平
野
地
帯
全
般
に
お
い
て
、
鎌
倉
後
期
以
降
の
広
範
な

開
発

の
進
行
の
な
か
で
、
集
村
化

(居
住
地
と
耕
地
の
二
分
化
)
が

進
行
し
、
そ
の
な
か
で
中
世
後
期
村
落

(惣
村
)
の
形
成
が
進
ん
で

い
く
と
み

て
よ
い
こ
と
に
な
る
。
全
国
的
に
み
て
も
、
居
住
地
と
耕

地
が
明
確

に
分
化
し
そ
の
周
辺
に
入
会
地
が
広
が
る
と
い
う
形
態
を

も

つ
近
世
村
落

の
原
型
は
中
世
後
期
の
村
落

(惣
村
)
に
求
め
ら
れ

る
と
さ
れ
て
お
り
、
宅
地
が
集
中
す
る
集
落
の
ま
わ
り
に
耕
地
が
広

が
る
と

い
う
吉
野
川
下
流
域
平
野
地
帯
で

一
般
的
な
藩
政
村
の
形
態

も
鎌
倉
後
期
以
降
に
形
成
さ
れ
て
い
く
と
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
を

ふ
ま
え
、
村

の
分
断
の
問
題
に
も
ど
る
と
、
上
記
四
つ
の

例
は
い
ず
れ
も
同

一
名
称

の
集
落
が
郡
界
を

へ
だ
て
て
近
接
し
て
存

在
し
て
お
り
、
こ
の
分
断
が
集
村

の
形
成
す
な
わ
ち
耕
地
や
集
落
に

対
す
る
強

い
規
制
力
を
も

つ
自
治
的
な
村
の
形
成
が
な
さ
れ
て
以
後

に
、
そ
の
よ
う
な
村
を
割
る
形
で
な
さ
れ
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。

郡
界
に
よ
り
分
断
さ
れ
た
村
は
領
域
は
縮
小
さ
れ
る
が
そ
れ
ま
で
の

村

の
自
治
的
な
機
能
を
そ
れ
ぞ
れ
引
き
継
ぎ
、
し
た
が

っ
て
名
称
も

引
き
継

い
で
、
や
が
て
そ
れ
が
近
世
藩
政
村
に
転
換
し
て
い
く
と
み

る
の
が
妥
当
で
あ
り
、
そ
の
点
で
以
西
郡
の
成
立
時
期
を
上
田
が
暦

応
～
天
文
年
間
と

い
う
中
世
後
期
に
お
い
て

い
る
の
は
正
し
い
こ
と

に
な
る
。

問
題
と
し
て
残
る
の
は
飯
尾
川
を
越
え
た
吉
野
川
本
流
沿

い
に
以

西
郡
西
黒
田
村
と
名
東
郡
東
黒
田
村
が
存
在

し
、
形
の
上
で
は
黒
田

と
い
う

一
つ
の
村
が
東
西
に
郡
界
に
よ
り
分
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

ど
う
み
る
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
上

田
は
黒
田
を
分
断
す
る

部
分
の
以
西

・
名
東
郡
界
は
飯
尾
川
の
南
ま

で
と
異
な
り
西
に
ず
れ

て
、
本
来
の
名
西

・
名
東
郡
界
上
を
走
る
と
し
、
か

つ
史
料
三
の

「元
名
西
郡
」
の
項
で
た
ん
に

「黒
田
」
で
は
な
く
、
「西
黒
田
」
と

記
し
て

「半
村
」

の
注
記
を
し
て
い
な
い
。

こ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
な
ろ
う
。
黒

田
地
区
は
吉
野
川
下
流
域
低
湿
地
帯
の
最
奥

部
に
位
置
し
、
寛
平
の

名
西

.
名
東
郡
成
立
の
時
点
で
は
ま

っ
た
く

の
原
野
で
あ

っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。
そ
し
て
鎌
倉
後
期
以
降
、
東
黒

田
お
よ
び
西
黒
田
と

い

う
中
世
的
な
集
村
が
形
成
さ
れ
始
め
る
と
み
て
よ
い
。
そ
し
て
以
西

郡
成
立
に
際
し
、
以
西

・
名
東
郡
界
を
飯
尾

川
を
越
え
た
黒
田
地
区
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に
ま
で
そ
の
ま
ま
延
長
す
る
と
す
れ
ば
、
東
黒
田
が
分
断
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
が
、
な
ん
ら
か
の
事
情
で
束
里
…田
の
分
断
は
無
理
と
み
な

さ
れ
、
里
…田
地
区
に
つ
い
て
の
郡
界
は
、
従
前
通
り
の
西
黒
田
と
東

黒
田
の
あ

い
だ
の
境
、
す
な
わ
ち
元
の
名
西

・
名
東
郡
界
A
が
利
用

さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
こ
で
こ
の
上
田
の
説
と
の
対
比
で
多
田
お
よ
び
地
理
研
究
者
の

説
を
み
て
お
く
。
多
田
ら
は
以
西
郡
は
名
東
郡
か
ら
分
出
さ
れ
た
と

い
う
立
場

に
立

っ
て
い
る
の
で
、
以
西
郡

の
成
立
に
際
し
て
は
以

西

・
名
東
郡
界
は
新
設
さ
れ
る
が
、
以
西

・
名
西
郡
界
に
つ
い
て
は

旧
の
名
西

・
名
東
郡
界
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
た

が

っ
て
、

こ
の
立
場
か
ら
四
つ
の
村
の
分
断
を
統

一
的
に
把
握
し
よ

う
と
す
れ
ば
、
名
西

・
名
東
両
郡
成
立
段
階
で
ま
ず
矢
野

・
桜
問
の

分
断
が
、

つ
い
で
以
西
郡
成
立
の
段
階
で
高
輪
の
分
断
が
な
さ
れ
た

と

い
う
二
段
階
分
断
論
を
取
ら
ざ
る
を
え
な

い
。
し
か
し
、
二
段
階

に
わ
た
る
分
断
と
い
う
の
は
不
自
然
さ
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
と
く
に

問
題
に
な
る
の
は
矢
野

・
桜
間
で
あ
る
。
多
田
ら
の
説
に
し
た
が
う

と
、
近
世
藩
政
村
の
原
型
で
あ
る
東
西
の
桜
間

・
矢
野
は
す
で
に
寛

平
八
年
段
階
で
成
立
し
て
お
り
、
そ
れ
が
中
世
を
通
じ
て
存
続
し
て

近
世
に
至
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
把
握
で
は
近
世

藩
政
村
が
鎌
倉
中
後
期
以
降
展
開
し
て
い
く
中
世
後
期
村
落
を
原
型

と
し
、
そ
こ
か
ら
形
成
さ
れ
て
く
る
と
い
う

歴
史
的
な
過
程
を
無
視

し
た
も

の
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
あ
り
、
と
り
え
な
い
。

こ
の
よ
う

に
み
て
く
る
と
、
定
説
化
し
て

い
る
多
田

・
地
理
研
究

者
ら
の
説
の
よ
う
に
、
寛
平
八
年
の
名
西

・
名
東
郡
界
を
寛
文
四
年

以
後

の
郡
界
と
同
じ
場
に
お
き
、
中
世
に
お
け
る
以
西
郡
の
成
立
は

こ
の
名
東
郡
の

一
部
を
分
出
す
る
こ
と
で
成
立
し
た
と
み
な
す
の
は

無
理
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
上
田
が
提
起
し

て
い
る
よ
う
に
、
寛
平

八
年
の
名
西

・
名
東
郡
界
を
多
田
ら
よ
り
東

に

一
条
ず
ら
し
た
と
こ

ろ
に
お
き
、
以
西
郡
は
こ
の
名
西

・
名
東
郡
界
を
軸
に
両
郡
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
村
を
分
出
す
る
こ
と
で
成
り
立

っ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。二

以
西
郡
の
成
立
時
期
を
め
ぐ

っ
て

た
だ
、
卜
田
の
論
を
め
ぐ
っ
て
大
き
な
問
題
が
残

っ
て
い
る
。
そ

れ
は
以
西
郡
の
成
立
時
点
に
つ
い
て
で
あ
る
。
上
田
は
そ
れ
を
暦
応

～
天
文
年
間
と
い
う
中
世
後
期
に
求
め
て
い
る
が
、
明
治
以
降
永
仁

　
ぬ

セ

年
間
の
鐘
銘

「以
西
郡
八
万
金
剛
光
寺
鐘
…
」
が
発
見
さ
れ
、
さ
ら

に
鎌
倉
初
期
の
建
仁
年
間
に
作
成
さ
れ
た
春
日
神
社
領
富
田
庄
の
立

券
文
に

「津
田
嶋
」
が
名

(以
)
西
郡
所
属
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
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の

　

が
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
以
西
郡
は
平
安
時

代
末
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
今
に
至

っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
以
西
郡
の
成
立
を
平
安
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
せ
な

け
れ
ば
な

ら
な
い
と
す
れ
ば
、
鎌
倉
中

・
後
期
を
出
発
点
に
し
て
形

成
さ
れ
て

い
く
、
集
村
の
形
態
を
と

っ
た
中
世
後
期
村
落
が

一
部
分

断
さ
れ
る
こ
と
で
以
西
郡
が
成
立
し
た
と
す
る
上
田
説
は
根
底
か
ら

崩
れ
る
。

そ
の
こ
と
を
念
頭
に
、
以
西
郡
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
検

討
し
て
み
た

い
。

ま
ず
み
て
お
き
た
い
の
は
、
史
料

一
の
寛
文
四
年
高
辻
帳
に
あ
ら

わ
れ
て
い
る
江
戸
初
期
の
以
西
郡
と
、
永
仁
の
鐘
銘
な
ど
に
あ
ら
わ

れ
て
い
る
鎌
倉
末
期
以
前

の
以
西
郡
と
で
そ
の
広
が
り
に
食

い
違
い

が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
高
辻
帳
に
、
眉
山
南
麓
の
村
々
と
し
て
書
き

上
げ
ら
れ

て
い
る
の
は
、
イ

「富
田
浦
、
北
浜
浦
、
南
浜
村
、
下
八

万
村
、
福
嶋
浦
」
、
お
よ
び
ロ

コ

宮
村
、
下
町
村
、
ヒ
八
万
村
」

で
あ
る
。
イ
の
四
村

(浦
)
は
名
東
郡
に
、
ロ
の
三
村
は
以
西
郡
に

分
け
て
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
初
期
の
段
階

で
は
、
眉
山
南
麓
の
村
々
は
上
下
八
万
村
の
村
界
を
境
に
し
て
、
上

八
万
村
以
西
は
以
西
郡
、
下
八
万
村
以
東
の
海
ま
で
の
地
は
名
東
郡

に
属
す
る

こ
と
に
な

っ
て
お
り
、
八
万
の
地
は
二
つ
の
郡
に
よ
り
分

断
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
し
め
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
と
対
比
し
て
み
る
と
、
永
仁
年
間
の
鐘
銘
で
は
以
西
郡
に
属

し
て
い
る
金
剛
光
寺
は
高
辻
帳
で
は
名
東
郡
下
八
万
村
に
ぞ
く
す
る

こ
と
に
な
る
し
、
寺
跡
が
今
も
下
八
万
に
残

っ
て
い
る
。
ま
た
、
富

田
庄
坪
付
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る

「以
西
郡
津
田
嶋
」
に
つ
い
て
は
、

高
辻
帳
に
こ
の
津
田
嶋
の
名
称
は
あ
ら
わ
れ

て
い
な
い
も
の
の
、
こ

の
段
階
で
は
上
記
イ
の
名
東
郡
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な

い
。

つ
ま
り
、
鎌
倉
末
期
以
前
の
以
西
郡
は
眉
山
南
麓
の
全
域
、
海

に
い
た
る
ま
で
の
す
べ
て
の
地
を
指
し
て
い
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で

あ
る
が
、
江
戸
初
期
の
以
西
郡
は
上
八
万
村
よ
り
西
の
部
分
に
限
定

さ
れ
る
地
を
指
し
て
お
り
、
下
八
万
村
よ
り

の
東
の
海
に
い
た
る
ま

で
の
地
は
名
東
郡
に
属
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
こ
と
も
こ
れ
ま
た

あ
き
ら
か
で
あ
る
。

研
究
史

の
上
で
も
以
西
郡
に
は
郡
域
の
変
動
が
あ

っ
た
と
い
う
指

摘
は
散
見
す
る
。
し
か
し
簡
単
な
指
摘
に
と
ど
ま
り
、
よ
り
掘
り
下

げ
よ
う
と
す
る
試
み
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。
そ
の
な

か
で
、
こ
の
以
西
郡
域
の
変
動
を
大
き
く
名

東
郡
全
体
の
な
か
に
位

置
づ
け
よ
う
と
す
る
論
が

一
九
六
〇
年
代
刊
行
の

『徳
島
県
史
』
第

三
巻

・
近
世
編
、
第

一
章
第
三
節

「郡
村
の
成
立
」

の
な
か
に
引
用

　
ゐ

　

さ

れ

て

い
る
。

相

当

な

長

文

で
あ

る

の
で

、

必

要

部

分

の
み
を

抄

出

す

る

と

つ
ぎ

の

よ
う

に
な

る
。
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1

以
西
郡
は
名
東
郡
の
以
西
を
分
割
し
て

一
郡
と
し
た
も
の
で
あ

っ
て
、

い
わ
ゆ
る
八
萬

・
殖
栗
両
郷
の
分
立
し
た
も

の
で
あ
り
、

そ
の
範

囲
は
津
田

・
八
万

・
上
八
万

・
佐
那
河
内
の
諸
村
で
あ
ろ

・つ
。

2

以
西

の
文
字
は
方
位
か
ら
す
る
呼
称
で
は
な
く
、
郡
制
の
基
礎

で
あ
る
条
理

(里
ヵ
)
か
ら
み
た
も
の
で
あ

っ
て
、
方
位
か
ら
す

れ
ば
当

然
以
南
と
い
う
べ
く
、
条
理
か
ら
す
れ
ば
以
西

(
一
条
～

十
条
)
と
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
。
条
理
は
郡
ご
と
に
制
定
さ
れ

て
い
て
分
立
当
時
の
以
西
郡
は
西
か
ら
数
え
て

]
条
か
ら
十
条
ま

で
の
問

に
位
し
、
名
東
郡
は
十

一
条
か
ら
二
十

一
条
の
間
に
位
し

て
い
る
。
し
た
が

っ
て
地
図
上
で
名
東
郡
を
二
分
す
る
な
れ
ば
、

一
条
か
ら
十
条
ま
で
の
土
地
を
以
西
郡
と
称
す
る
こ
と
は
う
な
ず

ミ

ノ

つ

カ
カ
よ
・つ
、

3

し
か
る
に
そ
の
後
条
理
制
が
忘
れ
ら
れ
、
以
西
を
方
位
か
ら
推

測
し
て
、
名
東

・
名
西
両
郡
の
中
間
に
あ

っ
た
も
の
と
す
る
考
え

が
行
わ
れ
、
十
三
郡
古
図
の
制
定
に
際
し
て
も
、
こ
の
考
え
を
と

り
、
分
立
当
時
の
郡
界
と
は
全
く
位
置
を
異
に
す
る
郡
を
産
出
せ

し
め
た

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
十
三
郡
古
図
で
は
、
祖
母
が
島
、

佐
野
塚
、
…
上
八
万
の
二
十
村
が
属
し
て
い
る
。

4

以
上

に
よ

っ
て
、
十
三
郡
古
図
に
み
え
る
以
西
郡
は
、
当
時
新

た

に
制

定

し

た

も

の

で
あ

っ
て
、

分

立

し

た

当

時

の
以

西

郡

の
範

囲

で
は

な

い

こ
と

が

分

か

る

。

以

上

が

そ

の
大

略

で
あ

る

が

、

た

と

え

ば

2

の
項

で

の

「
条

理

」

と

「
方

位

」

の

関
係

の
記

述

は

、
筆

者

に

は

理

解

不

可
能

で
あ

る

し

、

疑

問

点

の
あ

る

記

述

も

他

に
も

随

所

に
み

ら

れ

る

。

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

こ

の

ー

～

4

で
し

め

さ

れ

て

い
る

の
は

、

斬

新

で

し

か

も

具

体

的

な

以

西

郡

域

変

動

論

で
あ

る

。

整

理

し

な

お

す

と

つ
ぎ

の
よ

う

に

な

る

。

1

従

来

、

以

西

郡

と

い

っ
た

場

合

つ
ね

に
名

東

郡

の
北

部

吉

野

川

沿

い

の
平

野

地

帯

と

の
関

連

で

の
み

論

じ

ら

れ

て
き

た

、

そ

れ

を

「
以

西

」

は

方

位

か

ら

い
う

と

「
以

南

」

で

あ

る

べ
き

と

し

て
、

思

い
切

っ
た

視

点

の
移

動

を

お

こ
な

い
、

成

立

時

点

の
以

西

郡

の

」
、
ミ

ー
ヒ
2
1
f
、K
ご
]
5

ニ
ヨ
く
■
二
、
し

)
二

/
、

L
、
藍

ヲ

こ
、

三

二
、

砿

力

r
,
に
を

詳牙
君

膏

立
口
に
阯

'π
さ

ナ
・Z

と

し

E
7
材

郎

に

耳
多

末

以

前

に
名

東

郡

か

ら

八

万

郷

と

殖

栗

郷

と

を

分

出

し

て
以

西

郡

　
ゆ

　

が
成
立
し
、
そ
の
広
が
り
は
眉
山
南
麓
平
地
地
帯
の
津
田

・
上
下

ゐ
　

　　
　

八
万
と
、
そ
れ
に
連
な
る
四
国
山
地
中
の
佐
那
河
内
の
両
者
と
し

て
い
る

(第
三
図
参
照
)。

2

後
に
な

っ
て
、
以
西
郡
は
全
面
的
な
再
編
を
受
け
る
の
で
あ
り
、

そ
の
時
点
で
始
め
て
吉
野
川
沿
い
の
北
部
平
野
地
帯
が
以
西
郡
域

と
し
て
登
場
し
て
く
る
と
し
、
こ
の
再
編
以
後
の
以
西
郡
の
あ
り
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吉野川

紀
伊
水
道第三図 第一次以西郡の広が り

吉野川

蹴

紀
伊
水
道第四図 第二次以西郡の広がり

=19一

方
は

「十
三
郡
古
図
」
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
す
る
。
こ
こ
で
い

　
れ

　

 

う

「十
三
郡
古
図
」
は

「正
保
国
絵
図
」
を
指
す
。
寛
文
四
年
高

辻
帳
作
成
よ
り
数
十
年
さ
か
の
ぼ
る
、
以
西
郡
が
ま
だ
存
続
し
て

い
た
時
期
の
絵
図
で
あ
り
、
そ
こ
に
記
入
さ
れ
て
い
る
以
西
郡
の

村
々
は
基
本
的
に
は
高
辻
帳
記
載
の
以
西
郡
の
村
々
と
同
じ
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、

一
般
的
に
い
わ
れ
て
い
る
以
西
郡
は
こ
の
再
編

さ
れ
た
以
西
郡
を
指
す
と
す
る

(第
四
図
参
照
)。

3

1
か
ら
2

へ
の
再
編

の
時
期

に
つ
い
て
は
明
言
し
て
い
な
い



が
、
国
絵
図
が
作
成
さ
れ
た
近
世
初
頭
に
な

っ
て
か
ら
と
み
な
し

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
県
史
所
引
説
は
名
東
郡
南
部
眉
山
以
南
に
限
定
さ
れ

て
い
た
成
立
時
点
の
以
西
郡

(第

」
次
以
西
郡
と
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
)

か
ら
、
名
東
郡
の
北
部
吉
野
川
沿
い
の
平
野
地
帯
に
ま
で
そ
の
領
域

が
の
び
て

い
っ
た
再
編
後

の
以
西
郡

(第
二
次
以
西
郡
と
も
呼
ぶ
べ

き
も
の
)
へ
と

い
う
、
以
西
郡
の
郡
域
変
動
説
を
打
ち
だ
し
て
い
る
。

関
連
し
て
、
羊
我
山
人
の
引
川
に
よ
る
と
、
中
井
伊
与
太
は
以
西
郡

の
管
轄
区
域
に
時
代
に
よ
る
変
動
が
あ

っ
た
と
し
た
L
で
、
「
そ
の

時
期
を
八
万
が
上
八
万
と
下
八
万
と
に
二
分
せ
ら
れ
た
元
亀
年
間
と

　
　

推
定
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
」
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
八
万
地
域
に
限

定
し
て
み
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
以
西
郡
に
は
時
代
に
よ
る
管
轄
区

域
の
変
動
が
あ

っ
た
こ
と
、
そ
の
変
動
に
よ
り
そ
れ
ま
で

一
括
し
て

以
西
郡
に
ふ
く
ま
れ
て
い
た
八
万
地
域
は
上
八
万
は
以
西
郡
に
、
ド

八
万
は
名
東
郡
に
所
属
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
把
握
し
て
お
り

(第

三
図
か
ら
第
四
図

へ
の
移
行
)
、
そ
れ
が
戦
国
末
期

の
元
亀
年
間
に

起
こ
っ
た
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
中
井
は

一
九
三

〇
年
代
に
お

い
て
、
す
で
に
後
の
県
史
所
引
説
と
基
本
的
に
同
じ
く
、

以
西
郡
に
は
管
轄
領
域
の
変
動
が
あ

っ
た
こ
と
を
明
確
に
把
握
し
て

い
る
。

県
史
所
引
説

・
中
井
説
で
食

い
違

っ
て
い
る
の
は
、
第

]
次
か
ら

第
二
次

へ
の
移
行
の
時
期
に
つ
い
て
で
あ
る
。
県
史
所
引
説
は
移
行

の
時
期
を
近
世
初
頭
に
ド
げ
て
い
る
。
し
か

し
多
田
の

『村
邑
見
聞

へ
り

言
上
録
』
に
記
載
さ
れ
て
い
る
名
西
郡
の
村

々
の
天
正

・
慶
長
検
地

帳
の
小
字
名
を
以
後
の
江
戸
時
代
の
状
況
と
比
較
す
れ
ば
あ
き
ら
か

に
な
る
よ
う
に
、
天
正

・
慶
長
年
間
以
降
村
落
を
分
断

・
再
編
す
る

よ
う
な
大
規
模
変
動
は
起
こ
っ
て
い
な

い
。
第

一
次
以
西
郡
か
ら
第

、
一次
以
西
郡

へ
の
移
行
に
と
も
な
う
大
規
模
な
村
落
の
分
断

・
再
編

が
起
こ
っ
た
の
は
天
正

・
慶
長
以
前
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ

の
点
で
、
中
井
が
こ
の
移
行
は
元
亀
年
間
と

し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ

る
。
金
剛
光
寺

の
鐘
銘
の
発
見
な
ど
が
な
さ
れ
る
以
前
の
江
戸
時
代

か
ら
明
治
維
新
期
に
か
け
て
、
『阿
波
志

』

・

『
阿
府
志
』

・
後

藤

・
多
田
は
共
通
し
て
以
西
郡
成
立
は
元
亀
年
間
と
し
て
お
り
、
こ

の
時
期
に
は
こ
れ
が
定
説
と
し
て
の
位
置
を

し
め
て
い
た
。
こ
の
説

は
こ
れ
以
後
近
代
に
お
い
て
以
西
郡
成
立
が
平
安
末
期
以
前
に
引
き

上
げ
ら
れ
て
い
く
な
か
で
、
誤
り
と
し
て
捨

て
ら
れ
て
い
た
の
を

一

九
三
〇
年
代
に
中
井
が
あ
ら
た
め
て
以
西
郡

の
成
立
時
点
と
し
て
み

る
の
で
は
な
く
、
第

.
次
以
西
郡
か
ら
第
二
次
以
西
郡

へ
の
移
行
時

点
と
し
て
み
る
、
と
い
う
こ
と
で
復
活
さ
せ
て
い
る
と
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
。

一20一



こ
の
県
史
所
引
説

・
中
井
説
を
ふ
ま
え
て
上
田
説
を
み
る
と
、
上

田
は
以

西
郡
の
成
立
を
暦
応
年
間
か
ら
天
文
年
間
に
求
め
て
お
り
、

元
亀
年
間
説
で
は
な

い
が
そ
れ
に
近
い
も
の
に
な

っ
て
い
る
。
し
た

が

っ
て
、
上
田
が
以
西
郡
の
成
立
と
し
て
い
る
こ
と
を
第

一
次
以
西

郡
成
立
時
点
に
あ
て
は
め
れ
ば
、
成
立
不
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
を

第
二
次
以
西
郡
の
成
立
時
点
で
起
こ

っ
て
い
る
こ
と
と
位
置
づ
け
直

す
な
ら
ば
、
矛
盾
な
く
成
立
す
る
。

以
下
、
上
田
説

・
県
史
所
引
説
を
あ
わ
せ
て
、
そ
れ
に
も
と
つ
い

て
、
以
西
郡

の
成
立
と
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た

い
。

ま
ず
第

一
次
以
西
郡
に
つ
い
て
、
県
史
所
引
説
は
眉
山
よ
り
南
の
、

津
田

・
上
下
八
万
と
い
う
海
沿

い
な

い
し
山
麓
と

い
う
平
野
地
帯

と
、
八
万

の
奥
、
園
瀬
川
上
流
域
に
あ
た
る
山
間
部
で
あ
る
佐
那
河

内
と
い
う

四
国
山
地
の
内
部
に
位
置
す
る
山
地
と
の
両
者
か
ら
成
り

立

っ
て

い
る
と
す
る
。
こ
の
説
が
山
間
地
域
で
あ
る
佐
那
河
内
を
以

西
郡
の
構
成
要
素
に
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

よ
く
知

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
阿
波
中
世
の

一
つ
の
特
色
と
し
て

「山
」
所
領

の
展
開
が
あ
る
。
山
地
の
多

い
阿
波
で
は
、
中
世
に
な

っ
て
種
野

山

・
祖
谷
山
な
ど

「山
」

の
名
称
を
も

つ
、
山
間
部
の

村

々
が
そ

の
姿
を
あ
ら
わ
し
て
く
る
。
佐
那
河
内
か
ら
山

一
つ
超
え

ゐ
　

た
鮎
喰
川
上
流
と
そ
の
支
流
沿

い
に
広
が
る
現
名
西
郡
神
山
町
は
中

世
に
お
い
て
は
、
「大
粟
山
」
と

い
う
呼
び
名
で
史
料
上
に
そ
の
姿

を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
そ
の
初
見
は

一
二
世
紀
半
ば
の
こ
と
で
あ
り
、

　
　

　

こ
れ
が
阿
波
に
お
け
る

「山
」
所
領
の
初
見

で
も
あ
る
。

留
意
し
て
お
き
た

い
の
は
、
こ
の
山
所
領
は
中
世
に
な

っ
て
か
ら

姿
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
無
限
定
に
古
代
に
さ
か
の
ぼ

ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
阿
波
国
の
場
合
、

占
代
郷
で
あ
る
和
名
抄
記
載
郷
の
比
定
地
を

四
国
山
地
の
奥
深
く
に

ま
で
広
げ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
目
立

つ
。
こ
の
背
景
に
は
阿
波
中
世
で

は
山
所
領
が
高
度
に
展
開
し
て
い
た
と
い
う

こ
と
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
大
粟
山
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
を
古
代

の
埴
⊥
郷
に
比
定
し
て

い
る
説
を
始
め
と
し
て
、
古
代
郷
の
広
が
り

の
な
か
に
ふ
く
め
て
い

る
説
は
多

い
。
し
か
し
、
こ
の
大
粟
山
と
い
う
山
間
部
が
古
代
に
お

い
て
は
ど
の
郷
域
に
も
ふ
く
ま
れ
て
い
な
か

っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ

り
、
こ
の
地
域
が
国
衙
機
構
の
も
と
で
の
行
政
機
構

の
な
か
に
ふ
く

み
こ
ま
れ
る
の
は
、
平
安
後
期
以
降
に
お
い
て
で
あ
る
。

さ
ら
に
県
史
所
引
説
が
第

一
次
以
西
郡
の
う
ち
と
し
た
佐
那
河
内

に
つ
い
て
、
佐
那
河
内
は
神
山
町

(大
粟
山
)
か
ら
山

一
つ
越
え
た

と
こ
ろ
の
園
瀬
川
上
流
域
に
位
置
す
る
山
間

の
地
で
あ
る
。
同
村
内

に
は
、
現
在
同
村
仁
井
田

(旧
中
辺
村
)
に
所
在
す
る
鎌
倉
時
代
末

期
元
徳
三
年

(
一
一二
三

一
)
の
銘
を
も

つ
地
蔵
画
像
板
碑
を
最
古
と
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す
る
中
世

の
板
碑
が
数
十
基
所
在
す
る
。
こ
れ
ら
板
碑
を
調
査
し
た

岡
山

・
三
宅
は
最
古
の
元
徳
年
間
の
板
碑
と
の
関
連
で
、
佐
那
河
内

周
辺
の
鎌
倉
時
代
の
板
碑
と
し
て
、
方
上
町
神
光
寺
に
善
光
寺
式
如

来
像
板
碑

一
基
、
国
府
町
の
元
応
二
年

(
一
三
二
〇
)
の
板
碑

]
基
、

神
山
町
阿

川
に
二
基

(
一
三

一
六

・
;

一
一
八
)
、
石
井
町
で

一
二

七
〇
年
を
筆
頭
に

一
三
基
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
と
し
て
、
鎌
倉
期
に
佐

那
河
内

に
板
碑
が
入

っ
て
き
た
ル
ー
ト
と
し
て
、
方
上
町
か
ら
の
ル

ー
ト
、
あ
る

い
は
石
井
町
か
ら
神
山
町
阿
川
経
由
か
、
国
府
町
経
由

ル
ー
ト
が
有
力
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
神
山
町
鬼
籠
野
と
佐
那
河
内

の
仁
井

田
神
社
は
峠

.
つ
離
れ
て
い
る
だ
け
で
、
か

つ
鬼
籠
野
の
板

碑
は
正
平
年
間
が
も

っ
と
も
古
く
、
逆
に
仁
井
田
か
ら
の
経
由
も
可

能
性
が
あ

る
と
す
る
こ
と
を
ふ
く
め
、
神
山
町

(大
粟
山
)
と
佐
那

　
　

河
内
の
関
係
が
密
接
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
佐
那
河
内
が

「某
」
山
と

い
う
名
称
が
つ
け
ら

れ
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
鎌
倉
時
代
末
に
は
山

間
部
の
孤
村
で
は
な
く
、
周
辺
と
の
活
発
な
交
流
を
お
こ
な

っ
て
い

る

]
個

の
山
の
世
界
と
し
て
高
度
に
発
達
し
て
い
た
と
み
て
ま
ち
が

い
な
く

、
大
粟
山
と
前
後
し
て
平
安
末
に
は
そ
の
姿
を
あ
ら
わ
し
て

い
た
と

み
て
よ
い
。

す
な
わ
ち
、
第

一
次
以
西
郡
の
成
立
は
寛
平
八
年
に
成
立
し
て
い

た
旧
名
方
郡
域
の
名
西

・
名
東
二
郡
体
制
の
名
西

・
以
西

・
名
東
三

郡
体
制

へ
の
移
行
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
第

一
次
以
西
郡
の
成
立
が

平
安
時
代
末
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
ふ
ま
え

れ
ば
、
こ
の
山
所
領
の

成
立

・
展
開
と
は
無
縁
で
は
あ
り
え
な

い
。
た
ん
に
同

一
地
域
の
編

成
が
え
で
は
な
く
、
そ
れ
ま
で
郡
郷
制
の
組
織
の
対
象
外
に
な

っ
て

い
た
四
国
山
地
の
山
の
世
界
を
組
み
込
ん
で
領
域
を
拡
大
し
た
上
に

な
さ
れ
た
再
編
で
あ

っ
た
考
え
る
。
具
体
的

に
は
以
西
郡
が
新
設
さ

れ
、
名
東
郡
の
う
ち
眉
山
南
麓
の
平
野
の
世
界

(津
田

・
上
下
八
万
)

と
山
の
世
界

(佐
那
河
内
)
が
そ
こ
に
ふ
く
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
名
西
郡
も
そ
の
広
が
り
は
そ
れ
ま
で
気
延
山
北
麓
の
吉
野
川

沿

い
の
平
野
地
帯
に
止
ま

っ
て
い
た
の
が
、

こ
の
時
点
で
新
た
に
気

延
山
を
南
に
越
え
た
山
間
部

(大
粟
山
)
が
ふ
く
ま
れ
る
こ
と
に
な

おる
。
す
な
わ
ち
、
平
安
末
の
名
西

・
以
西

・
名
東
三
郡

へ
の
編
成
替

え
は
国
衙
支
配
を
山
の
世
界
内
部
に
延
ば
す
形
で
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
の
で
あ
り
、
占
代
郡
郷
制
の
中
世
郡
郷
制

へ
の
再
編
を
意
味
す
る

も
の
と
み
て
よ
い
も
の
と
考
え
る
。
第

一
次
以
西
郡
の
成
立
は
以
西

郡
の
新
設
と
い
う
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
く
、
阿
波
の
古
代
か
ら

中
世

へ
の
転
換
を
つ
げ
る

]
つ
の
大
き
な
転
機
で
な

っ
て
い
た
の
で

ド
ぶ

あ

る
。

こ

の

よ
う

に

第

一
次

以

西

郡

は

眉

山

・
気

延

山

よ
り

南

部

の
古

代

22



八
万
郷
と
郷
に
未
編
成
の
山
間
部
を
構
成
要
素
と
し
て
発
足
し
、
吉

野
川
沿
い
平
野
地
帯
に
つ
い
て
は
寛
平
八
年
時
点
の
郡
界
を
変
更
し

な
い
ま
ま
、
名
西

・
名
東
両
郡
と
し
て
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
た
と
み
る

べ
き
で
あ
る
が
、
以
後
、
こ
の
体
制
の
も
と
で
山
の
世
界
、
平
野
の

世
界
と
も

に
中
世
的
な
開
発
が
進
行
し
て
い
く
の
で
あ
り
、
名
西

・

名
東
両
郡
と
し
て
残

っ
た
平
野
地
帯
で
は
集
村
化
の
動
き
が
進
行
し

中
世
後
期

の
村
落
が
姿
を
あ
ら
わ
し
て
く
る
。

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
以
西
郡
の
再
編
が
な
さ
れ
る
。
そ
れ
は
そ

れ
ま
で
の
以
西
郡
の
う
ち
、
眉
山
南
麓
の
平
地

(旧
八
万
郷
)
の
う

ち
東
半
分

は
名
東
郡
に
編
成
替
え
さ
れ
、
代
わ
り
に
吉
野
川
沿
い
の

平
野
地
帯

に
新
た
に
以
西
郡
の
領
域
が
設
定
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

お
こ
な
わ

れ
る
。
第
二
次
以
西
郡
の
成
立
で
あ
る
。
桜
間

・
矢
野

・

高
輪
な
ど
そ
れ
ま
で
の
名
西
郡

・
名
東
郡
に
そ
れ
ぞ
れ
属
し
て
い
た

村

の
分
断
も
こ
の
時
な
さ
れ
る
。
さ
ら
に
麻
植
郡
と
名
西
郡
と
の
郡

界
変
動

(上
浦
の
分
断
)
も
あ
わ
せ
て
お
こ
な
わ
れ
る
と
考
え
ら
れ
、

第

二
次
以

西
郡
の
成
立
は
、
中
世
後
期
段
階
で
お
こ
な
わ
れ
た
麻

植

.
名
西

・
以
西

・
名
東
四
郡
全
体
に
ま
た
が
る
大
規
模
な
郡
郷
再

編
の

一
環
と
し
て
な
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
第
二
次
以
西
郡
の

成
立
時
期

に
つ
い
て
は
、
上
田
の
暦
応
か
ら
天
文
の
細
川
治
下
説
か

ら
、
『阿

波
志
』
な
ど
の
元
亀
年
間
説
ま
で
幅
が
広
く
、
今

の
時
点

で
は
、
ど
の
時
期
に
定
め
る
べ
き
か
決
め
手

は
な

い
。
板
野
郡
の
板

西

.
板
東
両
郡

へ
の
分
割
な
ど
の
問
題
と
あ
わ
せ
て
今
後
検
討
す
べ

き
課
題
で
あ
る
。
た
だ
、
細
川
氏
お
よ
び
三
好
氏
の
阿
波

一
国
支
配

が
確
立
し
深
化
し
て
い
く
過
程
で
、
統

一
条
里
を
利
用
し
な
が
ら
お

こ
な
わ
れ
た
再
編
と
み
て
よ
い
こ
と
、
さ
ら

に
こ
の
第
二
次
以
西
郡

成
立
に
際
し
て
東
西
に
分
割
さ
れ
た
諸
村
は
藩
政
村
に
引
き
継
が
れ

て
お
り
、
こ
の
再
編
が
近
世
村
落
の
原
型
の
成
立
で
も
あ

っ
た
こ
と

は
み
て
お
い
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め

1

以
西
郡
に
つ
い
て
は
、
寛
平
八
年
成
立

の
名
東
郡
の

一
部
を
割

い
て
成
立
し
た
と
す
る
説
、
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
初
期

の
寛
文
年

間
に
お
け
る
以
西
郡
の
名
東
郡
へ
の
吸
収

は
中
世
の

一
時
期
以
西

郡
と
し
て
分
立
し
て
い
た
地
域
が
再
び
名
東
郡
に
戻

っ
た
も
の
に

す
ぎ
な

い
と
み
な
す
説
が

一
般
的
で
あ
る
が
、
幕
末
の
在
村
研
究

者
で
あ
る
野
[
年
長
は
以
西
郡
は
名
西

・
名
東
両
郡
か
ら
諸
村
が

分
出
さ
れ
る
こ
と
で
成
り
立

っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
す
る
問

題
を
提
起
し
た
。

2

維
新
期
に
な
り
、
野
口
説
を
受
け
る
形

で
上
田
は
定
説
よ
り
東
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に

]
条
分
ず
れ
た
統

一
条
里
界
線
上
に
寛
平
八
年
の
名
西

・
名
東

郡
界
を
お
く
説
を
提
出
し
、
そ
れ
を
基
礎
に
中
世
に
新
た
に
成
立

す
る
以
西
郡
は
こ
の
名
西

・
名
東
郡
界
を
軸
に
西
か
ら
条
里

一
条

分
、
東
か
ら
条
里

一
条
二
坪
分
を
割
き
と
る
こ
と
で
成
立
す
る
と

し
た
。
そ
し
て

「半
村
」
と

い
う
概
念
を
用

い
て
、
矢
野

・
桜

間

・
高
輪
と

い
う
同

.
名
称
を
付
し
た
藩
政
村
の
郡
界
に
接
し
た

存
在
、
あ
る
い
は
同

」
名
称
に
東
西
を
付
し
た
藩
政
村
の
同

一
郡

内
で
の
存
在
は
、
中
世
に
お
け
る
こ
の
以
西
郡
の
成
立
に
と
も
な

っ
て
新
た
に
設
定
さ
れ
た
以
西

・
名
西
郡
界
お
よ
び
以
西

・
名
東

郡
界
に
よ
り
分
断
さ
れ
た
も
の
と
す
る
。

さ
ら
に
上
田
が
指
摘
し
て
い
る
麻
植

・
名
西
郡
界

の
移
動
に
と

も
な
う

上
浦

の
分
断
に
つ
い
て
も
、
こ
の
時
点
で
な
さ
れ
た
と
み

る
べ
き

で
あ
る
の
で
、
こ
の
以
西
郡
の
成
立
は
麻
植

・
名
西

・
名

東
郡
域

を
ふ
く
ん
だ
占
野
川
下
流
域
南
岸
全
域
に
お
よ
ぶ
大
規
模

な
再
編

の

一
環
で
あ

っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
と
き

に
分

断
さ
れ

て
出
現
し
た
東
西
桜
間
な
ど
の
分
断
諸
村
は
そ
の
ま
ま
藩

政
村
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
か
ら
み
て
、
以
西
郡
成
立
に
際

し
て
形
成
さ
れ
た
村
が
近
世
藩
政
村
の
原
型
に
な

っ
て
い
た
と
み

て
よ
く
、
そ
の
点
で
分
断
の
時
期
を
中
世
後
期
に
お
く
上
田
説
は

吉
野
川
下
流
域
に
お
け
る
鎌
倉
中

・
後
期
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
中

世
的
な
集
村

(惣
村
)
の
形
成
と
展
開
お
よ
び
そ
れ
の
近
世
藩
政

村

へ
の
転
化
と

い
う
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
動
き
を
無
理
な

く
説
明
で
き
る
。

3

た
だ
し
、
以
西
郡
の
成
立
に
つ
い
て
、
中
世
後
期
で
は
な
く
平

安
末
期
以
前
に
引
き
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な

っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
徳
島
県
史
所
引
説
お
よ
び
中
井
説
に
よ
る
と
、

以
西
郡
は
途
中
で
そ
の
郡
域
を
変
動
さ
せ

て
い
る
と
す
る
。
こ
れ

ら
諸
説
を
あ
わ
せ
て
以
西
郡
の
変
遷
を
整
理
す
る
と

つ
ぎ
の
よ
う

に
な
る
。

イ

寛
平
八
年
に
成
立
し
た
名
西

・
名
東
両
郡
は

、
一
世
紀
末
か

ら

一
二
世
紀
に
か
け
て
の
時
点
で
そ
の
内
部
か
ら
以
西
郡

(第

一
次
以
西
郡
)
を
分
出
さ
せ
る
。
こ
の
第

一
次
以
西
郡
は
名
東

郡
域

の
う
ち
眉
山
山
塊
よ
り
南
に
限
定

し
て
そ
の
郡
域
は
設
定

さ
れ
る
が
、
津
田

・
上
下
八
万
と

い
う
古
代
八
万
郷
の
広
が
り

と
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
の
古
代
郷
編
成
が
及
ん
で
い
な
か
っ

た
山
間
部
の
佐
那
河
内
を
構
成
要
素
と
し
て
い
る
こ
と
が
特
色

に
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
れ
ま
で
の
名
西

・
名
東
両
郡
を
名

西

・
以
西

・
名
東
三
郡
に
す
る
と
い
う
古
代
的
郡
郷
制
か
ら
中

世
的
郡
郷
制

へ
の
転
換

の

一
環
と
み
て
よ
く
、
こ
れ
に
よ
り
山

の
世
界
が
国
衙
支
配
下
の
行
政
機
構
の
な
か
に
始
め
て
組
み
込
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9

ま
れ
る
。
以
後
、
中
世
的
な
開
発
が
山
の
世
界
と
平
野
の
世
界

の
両
者
で
進
む
が
、
第

一
次
以
西
郡
の
成
立
に
際
し
て
以
西
郡

郡
域

が
及
ん
で
い
な

い
吉
野
川
沿

い
の
平
野
地
帯
で
も
鎌
倉

中

・
後
期
以
降
に
な
る
と
、
集
村
化

(居
住
地
と
耕
地
の
二
分

化
)
が
進
行
し
て
い
く
。

ロ

中
世
後
期
に
な
り
、
以
西
郡
は
そ
れ
ま
で
の
以
西
郡
域
の

一

部
を
名
東
郡
に
ゆ
ず
る
と
と
も
に
、
新
た
に
吉
野
川
沿
い
の
平

野
地
帯
に
そ
の
領
域
を
広
げ
て
い
く
と

い
う
再
編
を
受
け
る
。

上
田
が
以
西
郡
成
立
に
際
し
て
起
こ

っ
た
と
み
な
し
て
い
る
こ

と
は
、
第

一
次
以
西
郡
か
ら
第
二
次
以
西
郡
の
転
換
に
際
し
て

起
こ

っ
た
こ
と
と
み
な
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

第
二
次

以
西
郡
の
成
立
は
以
西
郡
域
の
吉
野
川
沿

い
の
平
野
地
帯

へ
の
拡
大

で
あ
る
と
と
も
に
、
名
西

・
麻
植

の
郡
界
変
動
を
も
と
も

な

っ
た
大

規
模
な
郡
再
編
の

一
環
で
も
あ

っ
た
。
こ
の
再
編
の
段
階

で
以
西

・
名
西
郡
界
と
以
西

・
名
東
郡
界
の
新
設
、
お
よ
び
麻
植

・

名
西
郡
界

の
変
更
な
ど
、
い
ず
れ
も
基
本
的
に
は
統

一
条
里
の
乗

っ

た
直
線
界
線
が
採
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
り
高
輪

・
桜
間

・
矢

野

・
上
浦
諸
村

の
分
断
が
な
さ
れ
て
い
く
。
こ
の
第
二
次
以
西
郡
の

厳
密
な
成
立
時
点
は
特
定
で
き
て
お
ら
ず
、
細
川

∴
二
好

の
地
域
支

配
の
あ
り
方
、
さ
ら
に
は
板
野
郡
の
板
東

・
板
西
両
郡
へ
の
分
割
と

以
後
の
変
動
の
問
題
と
の
関
連
な
ど
を
手
が
か
り
に
今
後
検
討
す
べ

　
お

　

き

課

題

で

あ

る

。
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(
5

)

呉
郷
文
庫
な
ど

に
所
蔵

さ
れ
て

い
る
。
『
徳
島
県
史
』

巻

に
活
字
化

さ
れ
て

い
る
。

(
6
)

『
粟

の
落

ち

穂
』
、

弘

化

三
年

(
一
八

四
六

)
刊

。

書
』

・
上
巻

(歴
史

図
書
社
)
に
収

め
ら
れ

て
い
る
。

(
7
)
『
類
聚

三
代
格
』
巻

七
。

(
8
)
『
和
名
抄
』

に
は
、
名

東
郡
六
郷

万

・
殖
栗
)
、
名
西

四
郷

国
立
史
料
館

所
蔵
蜂
須

賀
家
文
書

、
徳

島
県
立
文
書
館

所
蔵

マ
イ
ク

ロ
フ
イ
ル
ム
版

一
五
。

第

一
巻

(古

代
編
)
、
二
三
八
頁
。

一
九

六
四
年
。

い
つ
誰

が
唱
え
始

め
た

の
か
は
不
明
で
あ

る
。

佐

野
山
陰
編
。

文
化

一
二
年

(
一
八

一
五
)

に
完
成

し

て
い
る
。

徳

島

藩
唯

一
の
藩
撰

地
誌

で
あ

る
。
写
本

は
呉
郷
文
庫

な
ど

に
所
蔵

さ

れ
て

い
る
。
笠
井
藍
水

編

『
阿
波
誌
』
は
、
『
阿
波
志
』
を
書
き

下
し

文

に
し
た
も

の
で
あ

る

(
一
九
三

一
年
徳
島
県
郷
土
会
刊
)
。
後

に
歴

史

図
書
社

か
ら
復
刻

版
が
で
て

い
る
。

赤
堀
良
亮
著
。
序
文

は
天
明
二
年

(
一
七
八

二
)

に
書
か

れ
て

い
る
。

た
だ
し

、
本

文
中

に
寛
政

五
年

(
一
七
九

二
)

の
記
事

が
あ

る
。

一

九

冊
が
現
存

し

て

い
る
が
、
全

体

の
巻
数

は
不
明

で
あ

る
。
写
本

は

・
史
料

編
第

二

『新
編
阿
波
叢

(名

方

・
新

井

・
賀

茂

・
井

上

・
八

(埴

土

・
高

足

・
土

師

・
桜

間

)

が

記

載

さ

一25一



(
9
)
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(12

)

(13

)

(14

)
16151817

れ
て

い
る
。

野
口

・
多

田

・
後
藤

・
上

田
ら
幕

末

・
明
治
維
新
期

の
在
村

研
究
者

に

つ
い
て
は
、
拙

稿

「阿

波
国
名
方

郡
条

里

の
復
元

に

つ
い
て
1

幕

末

・
明
治
維

新
期

の
在
村

研
究
者

の
論

に
も
と

つ
く
i
」

(
『奈

良
史

学
』
二
〇
号
、
二
〇

〇
二
年
)
参
照
。

一
九
〇
七
年
刊
。

服
部
昌
之

「阿

波
条
里

の
復
元
的

研
究
」

(同
氏

『律
令

国
家

の
歴
史

地
理
学

的
研

究
』

所
収

、

一
九
八

三
年

)
、
木

原
克

司

・
岡

田
啓
子

「
古
代
吉

野
川

下
流
域

の
条

里
と
交

通
路
」

(
『
鳴
門
教
育

大
学
紀

要
』

=

二
巻

、

一
九
九
八
年
)
な
ど
。

上
田

『名
方
郡
産

土
神
郷
名
古
事
考
』
。
な
お

こ
の
上

田
の
著

書

に
つ

い
て
は
、
註
9
拙
稿
を
参
照
。

上

田

・
多

田
と

も

「見

通
し
」
と

い
う
用

語
を
用

い
て
直
線

郡
村
界

を

表
現

し
て

い
る
。

こ
の
こ
と

に

つ
い
て
は

別
項

で
さ
ら

に
掘

り
下

げ

て
み
た

い
。

線
A
は
多

田
ら
の
主
張
す

る
名
西

・
名

東
郡
界

(以
西

・
名

西
郡
界
)

で
あ
り

、
線
B

は
上
田

の
主
張

に
も

と
つ
く
名

西

・
名

東
郡

界
で
あ

る
。
註
12
に
同
じ
。

近

世
初
頭

の
、
ま
だ
以

西
郡

が
存

在
し

て

い
た
正
保
年

間

(
一
六
四

四
～

四
八
)

の
阿

波
国
絵

図
。
そ

の
模
写
が

現
在
徳
島

大
学
付

属
図

書
館

に
所
蔵
さ
れ
て

い
る
。

上
浦

の
分
断
に

つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
註

9
拙
稿
参
照
。

『奈
良

県
史
』
第
四
巻
条
里
制
、
第
三
章
参
照
。

(
19
)

(
20
)

(
21
)

(
22
)

(
23

)
2827262524

石
尾
和
仁

「
中
世
低
地
集

落

の
形
成
と

展
開
」

(
『
ヒ

ス
ト

リ
ァ
』

一

三

八
号

一
九
九

三
年

)
、

「
中
世

阿

波

に
お

け

る
集

落

の
展

開
」

(『
論
集

・
徳
島

の
考
古

学
』
所
収

二
〇
〇
二
年
)
。

線

A
は
上

田

の
主
張
す

る
寛
平
八
年
名

西

・
名
東
郡

界
。
線

B
は
上

田

の
主
張

す

る
以

西

・
名
西
郡

界

(寛
文

四
年
以
降

の
名
西

・
名
東

郡
界
)
。
線
C
は
上
田
の
主
張
す

る
以
西

・
名
東
郡
界
。

鐘

銘

の
全
文

は

「
阿
波

国
以

西
郡
八
万
金

剛
光
寺
鐘

、
願
主
三
部

阿

闇
梨
耶

実
秀

、
永
仁

四
年

歳
次
丙

申
十

月
五

日
、
大

工
内
藤

範
頼
」

で
あ
り
、

『徴
古
雑
抄
』
巻

二
に
所
収
さ
れ

て
い
る
。
現
在

こ
の
鐘

は

京
都
市

左
京

区
花
背

町
大
悲
山
峰
定
寺

に
あ
る
。

建

仁

四
年

(
一
二
〇
四
)

二
月

一
七

日
官
宣

旨

(春

日
神
社

文
書

、

鎌

倉

遺
文

一
四
三

三

)
に

「
在
管

名

東
郡

内

壱

処
字

南
助

任
保

在

管
名

(
以

ヵ
)
西

郡
内

壱
処
津

田
嶋
」

と
あ
ら
わ

れ
て

い
る
の

が
文
書

上

の
初
出
で
あ

る
。

当
該
部
分
は
長
文

で
あ

る
も

の
の
、
活
字
が

一
つ
落
と
さ
れ

て
お
り
、

本

文

で
そ
の
概
要

が
述

べ
ら
れ

て

い
る
と

い
う

体
裁

に
な

っ
て
い
る

の
で
、
引

用
と
判
断

し
た
。
た
だ

し
、
ど

こ
か
ら

の
引

用
と
は
記

さ

れ
て
お

ら
ず
、
誰

の
論

で
あ
る

の
か
も
不
明

で
あ
る
。
今
後

の
検
討

に
ま
ち

た

い
。

以

西
郡

の
成

立
は
富

田
庄
成
立
以
前

で
あ
る

こ
と
を
明
言
し
て

い
る
。

八
万
郷
に
対
応

さ
せ
て

い
る
の
で
あ

ろ
う
。

殖
栗

郷
に
対
応

さ
せ
て
い
る
の
で
あ

ろ
う
。

註
16
参

照
。

羊
我
山
人

「以
西
郡
考
」

(
同
氏
著

『
粟

の
抜
穂
ー

人

の
巻
1
』
所
収

一26一



徳
島

県
教
育
会

一
九
七
五
年
)
、
な
お
羊
我
山
人

は
中
井

の
こ
の
説

は

中
井

が
昭
和

一
〇
年

に
書

い
た

『
八
万
村

の
概
観

』

で
述

べ
ら
れ

て
い
た
と

す
る
が
、
筆
者
は
未
見

で
あ
る
。

(
29
)

こ
の
書

に

つ
い
て
は
、
註
9
拙
稿
参
照
。

(
30
)
藩
政
村

で
い
う

と
、
阿

野

・
鬼
籠

野

・
神
領

・
上

分
上
山

・
下
分
上

山

の
五
村

に
該
当
す

る
。

(31
)
大
粟

山
に

つ
い
て
は
、
福
家
清
司

「阿
波

国
中
世
所
領
研
究

ノ
ー
ト
」

(
『
四

国
中
世

史
研

究
』
創

刊
号

、

一
九
九

〇
年

)
、

⊃

宮

の
歴
史

」

(阿
波

=
呂
城
編
集
委
員
会
編

『阿
波

一
宮
城
』
所
収
、

一
九
九
三
年
)

な
ど
参
照
。

(
32
)
岡
山

真
智

子

・
三
宅
良

明

「
佐
那

河
内
村

の
板

碑
」

(阿

波
学
会

編

『
阿
波
学
会
紀

要
四
八
号

・
佐

那
河
内
村
総
合

学
術
調
査
報
告
』

二
〇

〇
二
年
)
。

(
33
)
大
粟

山

一
帯
は
江
戸
時
代

に
は

「名
西
山

分
」

と
呼
ば
れ
て

い
た
。

(
34
)
以

西
郡

の
広

が
り

に

つ
い
て
、
県
史
所

引
説
と

は
別

の
考

え
方

が
成

り

立

つ
可
能
性
も

あ

る
。
す
な
わ

ち
、
大

粟
山

に

つ
い
て
は
鮎
喰

川

の
存

在
を

考
慮

に
入
れ

れ
ば
、

八
万
郷
を

ふ
く

め
た
名
東

郡
と

の
か

か
わ
り

の
方
が

深

い
。

か

つ
佐
那

河
内
と

の
交
流

も
深
か

っ
た

こ
と

は
板
碑

の
あ
り
方

か
ら

み
て
も

い
え

る
。

そ

の
点

か
ら

い

っ
て
、
第

一
次

以
西

郡
は

、
平
野

地
帯

に

つ
い
て
は

八
万
郷

を
名
東

郡
か
ら
分

出

さ
せ

て
郡
域
と

し
た

こ
と
は
ま

ち
が

い
な

い
が

、
山

の
世
界

に

つ

い
て
は
、

佐
那

河
内

の
み
が
郡
域

に
な

っ
た

の
で
は
な
く

、
大
粟
山

を

も

郡
域

に
ふ
く

ん

で

出
発

し
た

、

つ
ま

り

第

一
次

以
西

郡

は
名

西

.
名
東

両
郡
域

(旧
名
方

郡
域

)

の
山

の
世
界
を

す

べ
て
を

ふ
く

(
35

)

む

こ
と

で
出
発

を
し
た

と

い
う
可
能

性
も
否
定

で
き
な

い
。
県
史
所

引
説

が
、
以

西
郡

に

つ
い
て
方
位
的

に
は
名
東

郡

の

「以
南
」

に
当

た

る
と

と
し

て

い
た
が

、
そ
れ
を
方
位

的

に
名

方
郡

の

「以

南
」

に

あ
た

る
郡
と

お
き

か
え

て
み
る
と

い
う

こ
と

で
あ

り
、
眉
山

お
よ
び

気
延
山

よ
り
南

部

の
全

て
の
旧
名
方

郡
域

に
あ

た
る
郡
と

し
て
以
西

郡
を
位

置
づ
け

て
み
よ
う

と

い
う
考
え

方

で
も
あ

る
。

こ
れ
に

つ
い

て
は
別
に
考
え

て
み
た

い
。

本

稿
は
、
科

学
研
究
費

補
助
金
基
盤

研
究

C

「
在
村
国
学
者

・
儒
学

者

の
阿
波
古
代
史
研
究
史

に
つ
い
て
の
史
学
史

的
研
究
」
(代
表
丸
山
、

二
〇
〇
二
～
三
年
)

の
中
間
報

告
で
あ

る
。
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